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負のスパイラルから（ヨハネ4:23-26）
　昼間なのに外が暗いです。こうなると普通の人は気持ちも暗くなったり、またなにか嫌なことがありトラブルがあったりすると礼拝を捧げるために来たにもかかわらず、心の中が落ち着かない場合もあるかもしれません。しかし、イエス・キリストを信じている私たちにはそのようなことはなにも問題になりません。皆さんはそのようなことに十分、勝利できる圧倒的な勝利者であることをまず心に覚えて神様の御言葉に耳を傾けていただきたいと願います。なぜかと言いますと、今日の聖書に出ているようなサマリヤの女の人のように、どうにもならない呪いの鎖につながれているような人々が皆さんの周り、日本中に世界中に今さまよっています。そのような人々に人生の真の答え、真の自由を与え彼らを助けないといけない尊い伝道者として召されているひとりひとりなので、神様がすべてを乗り越えて勝利できる祝福を与えられると信じています。
皆だれでも幸せになりたい、幸せに生きていきたいと願っています。しかし、思いどおりにうまくいく人というのはいません。なにかのことでその幸せが阻まれて、奪われて、またなにかに引っかかってアップアップするようなことではないでしょうか。形はいろいろ違うかもしれません。特に今日の聖書に出ているサマリヤの女の人は、まるでなにかの鎖に縛られていてそこから抜け出すために必死であがきをしているような、しかし、つながれて捕らわれている限りはどんなに頑張ってもグルグル回って同じエリヤを出ることができません。やればやるほど悪循環が進むだけの状況です。イエス様がサマリヤの方に行って井戸のところである女の人に会いました。のどが渇いていらっしゃったので「水を一杯ください」とお願いをしたら、その女の人が「なぜユダヤ人の男がサマリヤの女に声をかけるのか。水をくださいと言うのか。変ではないか。あり得ないことだよ」と会話が始まっていろいろな会話があります。そこでイエス様が「あなたの夫を連れてきなさい」「いいえ。私は夫はいません」と女の人が返事をしたときに「あなたの言うとおりだ。あなたは5回結婚して5回離婚して、今6回目の男と一緒に同居しているが入籍していない。だから、正式に夫ではないからあなたの言うとおりだ」と話されました。それを聞いてこの女性はびっくりして「あなたは預言者なのか」と会話が進むようになりました。イエス様とサマリヤの女の人の会話の内容、またその女の人が真昼に井戸に水を汲みに来たという状況などをとおして、この女の人は自分なりには抜け出したいと、今のままでの人生は嫌だ、断ち切りたい、新しい人生、幸せな人生になりたいと自分なりには精一杯頑張ったということが垣間見られます。それにもかかわらず一歩もそこから出ることができないままの状態、悪循環に捕らわれていた状態、これを他の言葉で負のスパイラルという表現を使っていいのかよく分かりませんが、それに陥っているような状態です。この女性が最終的にはイエス様がどういう方なのかに気づいて人生がガラリと変わって、今まで何をどうしてもどんなに頑張っても抜け出すことができない負のスパイラルの人生、失敗の悪循環の人生から完全に抜け出して新しい輝く人生を歩み始めるようになったということが今日の聖書のお話です。長い箇所ですので短い部分をとって読みましたが、皆さんもよくご存知のはずなのでその短い部分だけをとってお読みしました。なぜこのサマリヤの女の人はこのような負のスパイラル、失敗、ときには呪いではないかと思うような鎖でつながれている悪循環の人生に陥るようになり、またそこからどんなに頑張っても同じことが繰り返されるだけであって抜け出すことができなかったのか、どうしてこの女性は新しい人生を歩むことができるようになったのかということを、今日の聖書の箇所をとおして確認していきたいと願います。それで今日、礼拝を捧げている皆さんひとりひとりが、自分自身がどれほど幸いな者なのかということを確認し、皆さんの心の中になにか引っかかっているものがあればすべてふり払うことができるときにしていただきたいと願います。
この女性の場合は一言で言いますと「もう逃げたい」という人生です。今の人生、状況から逃げ出したいというような人生を生きていました。この女性と形は同じではなくても世の中の多くの人がそのような思いで人生を生きているのではないでしょうか。この女性は本当に逃げたいのですが今みたいに飛行機や交通手段が発達していないから逃げられなかったのか分かりませんが、サマリヤの自分の町に住んではいたのですが逃げ出したいという気持ちだったので隠れて人生を生きています。そして、中東の地域は昼間は暑すぎて、気温が高すぎて仕事も皆休んで昼寝の時間があるようです。だから、そのときは人影などは町で見ることができない状況なのに、その時を選んでこの女性は水を汲みに井戸までわざわざ来たのです。とても苦労ではないでしょうか。しかし、そうせざるをえない事情がありました。今人の目を避けて、人と顔を合わせたくないという意味で人がいないときを選んで動くような暮らしをしていました。つまり、隠れて生きているのです。だから、生きてはいるのですがもう生き地獄のような状態ではなかったでしょうか。それは言葉を変えますと、隠れているというよりは自分の人生は隠したいのです。もっと強く申し上げると自分の人生、今までの人生、今の人生はもう消したいという気持ちなのです。そのような気持ちがこのように現れていたと思います。
それから、彼女が5回も結婚をしてまた失敗をした、今はそれもそんなに不思議ではないような時代になってはいるのですが、当時、5回結婚して5回失敗したということは普通のことではありません。悪いと言うよりは別の側面から見るとこの女性は幸せを手に入れるために1回の失敗に沈まないで、自分なりにはあがきをして頑張っていたというようにも取れるのではないでしょうか。そのような人生を送っていたのです。どうにかここから抜け出したいということで自分なりに精一杯頑張ってきたつもりです。それにもかかわらず、そこから抜け出すことができない状態で、今は自分の人生そのもの、自分自身に対しても信用できない、なにも期待できないような状況でした。だから、勇気がないだけであって「もうこのままで終わりにしたい」というような状況だったのではないでしょうか。そのような人生を生きていました。程度の違いはあるかもしれません。またその内容もいろいろ異なるかもしれませんが皆なんらかの形でこのような負のスパイラルの中に陥って人生を生きていて、そして、それを表では平気なようなふりをしているのですが内側では皆そのような事を抱えて生きているのではないでしょうか。彼女のように人の目を避けてこういう状況が許されるならばこのようにもなるでしょう。だから、ある人の場合は引きこもって、閉じこもって人の目を避ける場合もあります。でも、表に出て自分なりに他の人と肩を並べて一緒に笑いながら、しゃべりながら生きてはいるのですが、実は隠したい人生、本当のことは全部隠していて建前だけで生きると言う人も少なくありません。皆程度の違いはあっても同じではないでしょうか。それで人と会ってただイメージだけ、表面だけを見てすぐ判断することは間違いやすいです。会っていろいろな話をして心が通うようになったときに「えー。そうだったのか。やっぱり。なるほど」ということを確認して感じることが多くないでしょうか。人は皆そうです。見た目ですぐに判断してはいけません。たぶん、彼女に似た人生を生きているすべての人が「どうしてここまで、どうしてこんなにまでなってしまったのか」というクエッションマークをいつも心に抱えて生きていると思います。自分と自分の人生のことを自分なりにあきらめた意味で「ついてないな」とか「運が悪いな」という表現で片づける方も少なくないと思います。こういう人々の特徴は人と自分の周辺がものすごく重い、負担なのです。よくしてくれるのかどうかは別にして、自分自身がそのような心細い状態なので周り、まわりの人間、周辺などがいつも負担なのです。だから、本当の気持ちを言うと避けたいのです。そのような人生をこの女性は生きていました。そして、先ほども申し上げましたように、ただのこのような不幸な状態がそのままいつか終わるものではなく、これが頑張っても、頑張っても鎖につながれてグルグル同じところを回るかのような、悪循環がずっと続いているような女性でした。
なぜこの女性は何回も幸せを求めてチャレンジをして頑張ったにもかかわらず、そのようにならないで逆に負のスパイラルに陥ったままの状態で悪循環しているような状況になってしまったのでしょうか。なぜ抜け出そうとして頑張っても抜けることができないのでしょうか。それにはこの女性も分かっていない、気づいていないものすごく根深い事情があります。別の言葉でそれはその女性の人生の背景とも言えるかもしれません。そういうことがありますので、この女性は簡単にそこから抜けることができないのです。努力は悪くありません。しかし、努力によって解決できないというのが私たちの人生の問題であり、特にどうにもならない負のスパイラルという状況ではないでしょうか。この女の人は自分の祖国がサマリヤです。サマリヤについて皆さんご存知でしょうか。元々イスラエルはひとつだったのですがソロモン以降、神の契約を逃した結果、国が二つに分かれるようになります。ユダヤという国とイスラエルという国に分かれるようになるのですが、北はイスラエル、南はユダです。歴史を見るとユダという国は、結局は同じなのですが、それでもイスラエルという血筋をある程度、守り続けるような状況でした。でも、北のイスラエルはアッシリヤという国に侵略されて皆捕虜になり、他の異邦人と結婚させ、国に残っている女性には外国の男を入れることによってまた結婚させる、それで皆血が混ざるようになってしまって、ユダヤ人から見たときにはイスラエルの人は「もはや神の民でもなんでもない。異邦人と全く同じだ」と獣扱いをしていました。イエス様はそのサマリヤの地に入られました。当時、ユダヤの人は北の方に行くためにサマリヤを通って行くと近いのにわざわざその土地を踏むのが汚れるということで遠回りをして行くような状況でした。このような背景があります。つまり、サマリヤがなぜそのような国になってしまったのかというと、ソロモン以降、サマリヤがイスラエルの首都なのですがイスラエルという国は一度も神様をきちんと礼拝したことがありません。自分なりに「これが神だ。このように礼拝はするものだ」と勝手に作ってずっとそのような状況でした。だから、他の国と同じように偶像にまみれる国になってしまいました。それがその国です。その国で生まれた者です。だから、そのような国の背景ということを無視できません。その中で彼女が生まれる家庭もここには紹介されてはいませんが、その影響を受けその中の一部分でしょう。その中でもどこかレムナント、残されているものがいたとすればよいですが、歴史を見るとありません。ですから、この女の人の家庭も家系も同じように染まっていたと思います。その家系の流れというものがこの女性の人生の背景にはまたありました。そんなに簡単なことではありません。それに決定的なのは彼女自身が今日の会話の中にもありますように、「私たちはここで礼拝をして、あなたがたはエルサレムで礼拝をすると言っているのですがなにが本当の礼拝なのか」と礼拝に対する疑問をぶつけていました。つまり、一度も神様に正しく礼拝を捧げることがなかったということです。神様と個人的に、その女性の個人の根本の部分がもう神様と関係ないのです。根本的にこの女性は礼拝のかたちはあったかもしれませんが、そのような背景の中にある者なので、神様と出会って神様を正しく礼拝したことがない、つまり、創世記3章の霊的な問題を抱えているままの状態、神様と無縁の人生でした。それは別の言葉で言いますと霊的な問題を抱えて目に見えない暗闇の力が女性の人生を捕え支配しているということでしょう。その結果が今日の聖書に紹介されているように、この女性には誤解もあり、失敗して負のスパイラルに陥ることによって、どんなに頑張ってもどうにもならない状況が続いていたということです。簡単に何かをしたから、だれかが悪いからよいからという簡単な話ではなかったのです。国も民族も背景も無視もできません。その中にいる家系、家庭の背景、その流れというものも無視できません。個人の努力によってそれらが崩れるような簡単な問題ではありません。しかし、その個人も根本的に霊的な問題を抱えて罪を解決することができないままの状態、神の祝福から遠ざかっている状態の人生でした。だから、ある意味、この深い訳が分かればこの女性の人生も悲しいしかわいそうなのですが、ときには悪いよいといろいろな評価があるかもしれませんが、「なるほど、そのようにならざるをえないな」という理由があったのだなという理解を示すようになるかもしれません。それらがあって、この女性の人生は願いとは裏腹に、努力とは全く関係なく、負のスパイラル、失敗の鎖につながれているままの状態がずっと続いていました。それで今現在は人の目を避けて自分の人生を「もう消したい」と思うくらいの状況まで来ていました。
そして、このような状況であるにもかかわらず、この負のスパイラルに捕らわれている人の特徴がなにかというと、それにもかかわらず今までの自分の人生の失敗を真正面から認めたくありません。もうだれが見ても分かるような状況なのに余計なこだわりをもって、余計な自尊心の戦いみたいなものに捕らわれて、だから、余計に負のスパイラルに陥るような状態になります。この女性はイエス様とのお話の中で自分の人生やそのように消したいと思うぐらいの失敗の鎖につながれている人生であるにもかかわらず、会話の中で一番先に「なぜユダヤ人の男の人がイスラエルの女の人に」という話をしました。というのは今までの二つの国の間にあった過去のいろいろな歴史などにこだわっているからです。過去のこと、歴史にものすごく執着してこだわります。今自分は滅びの状態で自分は死んでいくのに、自分は息もできないほどの切羽詰った状況なのに真正面からそれを認めて素直にならないで「あなたはユダヤ人の男性なのに。過去はこうだった。あれだった」と言います。このような人の顕著な特徴は何かというと過去のこと、過去の歴史にものすごくこだわりを持ちます。まるで日本と韓国の間の過去の歴史にものすごくこだわっているような感じが、小さく縮まってこの女性から見られるものではないかと思います。

それから、イエス様とお話をしているときにまたイエス様はこのようにおっしゃいました。私がだれか分かったならば私に求めたでしょう。そうすればのどが渇くことのない泉、命の泉をあなたは貰ったはずなのだという話をしていたら、彼女は「ここはうちの先祖のヤコブの井戸なのですが、あなたはヤコブより大きいのか」ということにこだわりました。自分の先祖があれだった、これだったと、自分はこのような背景でこのような出身だということにまたこだわります。今現在その人はだめになって負のスパイラルの中に陥っているのに、自分の背景や自分の学歴、出身がああだ、こうだと言うことにこだわります。もちろん、それは無視できないものではありますが、今の自分の人生になんの役にも立たないし、なんの答えにもならないのに、ただひとつ自分を素直に認めたくない、自分をどうにかそれで飾りをつけて包装することによって自分を弁護したり、自分の自尊心だけは守り通したいという気持ちがその人の中で強く働くようになります。分かれば逆にそういうことが余計にかわいそうに見えてくるようになります。最終的にはここまで持っていきます。「私たちはこの山で礼拝を捧げると教えられてきました。でも、ユダヤ人はエルサレムの方が本当の礼拝だと言っているのですがどちらが正しいのか」と結局は現実の話から離れて宗教的な論理に持っていきます。その人が持っている宗教の持論、宗教に対してのいろいろな論理などをまた述べます。皆さん、現場で伝道をしているとこのようなことによくぶつかる経験がないでしょうか。今その人が不治の病に罹っていてどうにもならない不幸のどん底にいるにもかかわらず、それはどこかに隠していて別の話に執着をもって持っていきます。なんの役にも立たないことなのに。ある意味その人の人生となんの関係もない話なのに、心理的にはそのようななにかに持っていくことによって今の自分の否定をしたい、今の自分をそれで包装したい、今の自分をどうにか弁護したいという気持ちが働いているからです。でも、そうしている間はこの悪循環の鎖、負のスパイラルから抜け出すことはできません。どんどんみじめになって行くだけです。自分一人でそのようなことにこだわっているだけであって、まわりからはなにも認めてくれることはないものです。すべて自己防衛であり自己弁護の手段としてそのように頑張って、ときには神経質になるところまで行きます。よく覚えていてください。これが余計なこだわりです。頑固さなどがそこにまた理由があります。自分の今の不幸な人生になんの役にも立たないと言う内容に頑固になる場合があります。「私はとにかくこれには頑固なのだ。これが私なのだ」とそこで自分を主張したいと、まるで自分をそこでさらしたいという気持ちかもしれません。それが全部余計なこだわり、無駄な戦いです。結局、本当のことを言いますと、その人の人生が助かり、本当の幸せな門が開かれて、そして、今陥っている負のスパイラルから抜け出すことができる核心部分がありますが、その核心部分からよけて行くようなものになってしまいます。それがこだわりというものです。それなりには主張もあり一理あるかもしれません。でも、結局はそれが人生において一番大切な核心部分を避けていくようなことになってしまいます。彼女もイエス様との会話の中でそのようなことが垣間見られます。

そのようにやりとりをしていて、なかなか突破口が見られなかった状況の中で、いつ彼女が負のスパイラルを断ち切ってそこから脱出して自由になることができたのかと言いますと、今日、皆さんとお読みしましたところで決定的な部分を指摘されたあと、イエス様がある意味追い詰めていきました。その人の人生の核心部分に迫っていき追い詰めていくようになります。それが神様の愛であり、神様のやり方です。私たちがなににこだわってそれをどんなに防御壁にして、どのように主張し暴れていても神様はそれを全部砕いて核心部分に迫っていくようになります。彼女は今までのすべてをある意味下すような感じでこのように言います。「私が知っているのはキリストが来られると、このすべてに答えがしっかり出ると知っています」。幸い彼女はキリストという言葉を聞いていたようです。いろいろなこだわりがあり、いろいろな主張をしながら、いろいろな論争があり、いろいろなプライドの戦いがありました。いろいろな論理、主張がありました。なんの役にも立たない。余計に傷つくだけです。それが終わったあとは余計に虚しくなるだけのものです。そのような経験はないでしょうか。しかし、忍耐をもって神様は待ちに待ってその人の核心部分に迫って行かれる方です。彼女はもうこれ以上自分を弁護したり、自分を偽りで飾りを持って隠してどうにかするような材料が全部なくなりました。裸になって素直になりました。キリストが来られるときにそこに答えがあると聞いています。つまり、いつこの負のスパイラル、失敗の連続の悪循環の鎖を断ち切ってそこから抜け出すことができるのか、それに捕らわれているかどうかもよく分かっていないまま捕らわれている人も多いのです。いつそれができるのか。素直になってキリストの前に立つときです。正直になって人生の一番、核心部分に触れるときです。「親のせいです。私は昔はこうでした、社会がああだ、こうだ」といろいろなことを言っていても全部飾りです。核心部分に迫っていき彼女のようにキリストの前に素直に立つときに。キリストの前に立つとはどういうことでしょうか。今の日本中の人々にとってキリストの前に立つというのは、いきなり彼女のようにキリストを聞いたわけではないので、これは別の言葉で言うと、今までの主張やこだわりなどを全部下して、素直に「私は希望の無い罪人です」と認めるときです。正直、今まで何回も何回も、ある意味、他の人よりこの人は必死だったかもしれません。5回も結婚にチャレンジしたのですから。それにもかかわらずだめでした。なにをどうしても本当はだめです。「さっき『あなたはユダヤ人。私はイスラエル。先祖がああだ、こうだ。ヤコブの井戸。礼拝がああだ、こうだ』と言っていたのは全部キャンセルします。それはどうでもよいものです。私は希望のない罪人です」とギブアップするときに悪循環の鎖が切られるようになります。そのときです。そこが人生の核心部分です。どんなこだわり、なにをどう飾っていてもそれは人生に役に立ちません。神様は私たちに迫ってきて、私たちを愛して私たちの触れたいところはそこです。ギブアップすることです。今までのこだわり、主張を全部捨てます。私は罪人です。私は希望の無い弱い者です。ですから、創造の神様、その神様の憐れみ、恵みの他に私に希望はありません。偉い、ダメということにも意味がありません。偉いから人生幸せになるわけでもないし、ダメな人間だからダメでもないし、私は希望の無い罪人です。人類だれでも共通して素直にならないといけません。これこそが人生の核心部分です。世の中ではこれとは正反対なことを芸術、教育、政治、番組、ニュースなどをとおして主張しそれが飛び交っている所で、それをこの世と言います。生まれつき、そのような本能、本性をもって、そのような世の中の空気の中で育ってきた人間だから、なかなかそれを曲げようとしません。この女性はイエス様とのやり取りの中で最終的にそれを曲げてギブアップしました。「あなたのおっしゃるとおりです。私は希望がありません。私は人生の一番隅っこのコーナーに追い込まれている者です。なにも役にも立ちません。創造の神様の憐れみ、愛と恵みの他に私は何も残っていません。それしかありません。神様が私を助けてくださること、神様の救いの他には私は希望がありません。そんなものです」。これこそが人生、物心に気づいたということであるし、ここから新しい人生が始まります。年が何歳なにか、肩書が何なのかまったく関係ありません。皆さん、人生の一番核心部分、コアの方に触れたことがありますか。そこに追い込まれ、そこまで皆さんに迫ってきて追い込まれたという経験があるでしょうか。それこそが幸せです。そのとき以外には負のスパイラルからは抜け出すことができません。余計なプライドの戦い、余計な自己防衛のためのなんの役にも立たないものをもってアップアップしている人生が続くだけです。素直になりましょう。そのことを言葉を変えますと、キリストが来られるということなのです。神の恵みの他には、神の憐みの他には、天から与えられる神様の救いの他には私の人生に希望はありません。ときにはその人が国会議員の立場かもしれません。お医者さん、人を教える教授の立場かもしれません。でも、その人の人生が新しくなるときは、その肩書などとは関係なく、もうこれ以上嘘をつかないで「私に希望はありません。私は罪人です。創造主の神の憐れみ、恵み、神の救いの他には私には残っていません。キリストでないとだめです。」キリストが来られると素直にキリストの前に立つときに、この女性の人生が変わりました。それと同じように私たちの人生も変わるようになります。

そして、イエス様が彼女に言います。「あなたと話をしているわたしがそれです。わたしがキリストです」と。決定的にキリストしかない、キリストしか残っていない、何回も申し上げますように神様は皆さんに皆さんの人生の負のスパイラルのようなものがそれぞれあると思います。どうにもならない、個人的にも、家庭の中にもあると思います。それは深い背景のある結果です。それを通して皆さんがギブアップして今までのこだわりをすべて捨てて素直になって神の恵み、キリストしかありませんとピンポイントとしてキリストが残ることです。そこが自由のスタートです。そのときにイエス様がおっしゃっています。イエス様がそのキリストです。つまり、素直にキリストの前に立ってキリストしか希望がないという答えを持っていたときに福音が聞こえてきます。それがただ待ち望む希望ではなく、イエスがそのキリストだ、そのキリストがあなたの目の前に来ていらっしゃる。だから、あなたの人生は幸いです。あなたの人生は希望があります。あなたの今までの人生はもう終わりになります。イエスが本当にキリストです。唯一の希望ですと言うことが分かって気づいたときに、その人の負のスパイラルの人生はもう終わりになります。イエス様こそこのキリストです。私たちの人生の負のスパイラル、悪循環の呪いの鎖を断ち切ってまったく新しい人生に変えられることができる唯一の希望、キリストです。イエス様こそが。なぜかというとイエス様こそ処女マリヤから預言どおりに生まれた方であり、この世にいらっしゃったときに死んだものを生き返らせ、人間にはできない、キリストにしかできないことをなさった方であるし、決定的な証拠、イエス様は私たちの負のスパイラルの人生、運命の鎖から私たちを助けるために罪を背負って身代わりとなって十字架で贖いの犠牲のいけにえとなられた方です。そして、死んだあと3日目に死の力を打ち破って聖書の預言どおりよみがえられ今も生きていらっしゃる方です。ゆえにイエス様こそがキリストです。だれでもこのイエス様を信じると、だれでもこのイエス様と出会いますと皆さん、このサマリヤの女の人の人生が変わったように、今までの悪循環の人生は終わります。それでイエス様はおっしゃっています。この負のスパイラルに捕らわれて、疲れて重荷を背負ってアップアップしている人生に向かって、「すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」これはサマリヤの女の人はもちろんですがこのイエス様のお言葉は偉い高級官吏の人におっしゃったことなのです。肩書がどうであれ全部嘘っぱちなのです。人生の核心部分に素直に立ちなさい。疲れているでしょう。どうにもならない鎖につながっているのではないか。どうにか肩書によって隠しているだけであって、その上着を脱ぎますとナアマン将軍のように悩みだらけではないのか。どこに幸せがあるのか。「すべて疲れた人、重荷を負っている者はわたしのところに来なさい」イエス・キリストを信じるとその運命の鎖につながれている人生は終わります。呪いの鎖は断ち切られます。キリスト、イエスを信じる者は死と罪の原理から永遠に解放されます。イエス様自らおっしゃいました。真理があなたがたを自由にします。だれでもイエス・キリストを信じる者は死からいのちに移っているのですと。これがイエス・キリストを信じるということです。だれでもキリスト・イエスの内にあるものは古い者は過ぎ去ってすべてが新しくなる。その証人が今日の聖書に書いてあります。サマリヤの女の人、どうにもならない、余計なこだわりだらけで扱いにくい人が素直になってイエスがキリストだと分かったときに、今までいのちのように思っていた水がめを全部捨てて、人目を避けて真昼の苦しい時間帯に水を汲みに来ていた彼女が、町に出ていき町の人の前に自らわざわざ出向いて「見よ。私はキリストと出会ったのだよ。もう私の人生、負のスパイラルの人生はもう終わった。私は光を見たのだ」と大きく叫びました。彼女の叫び声を聞いてサマリヤの多くの人がイエス・キリストの元に来られて多くの人が救われることになりました。どうにもならない。もう消したいと思っていたその人がそのように変わりました。いつでしょうか。イエスがキリストだと分かったときです。そうすると、そのイエス・キリストを受け入れるようになるでしょう。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は神の子どもになる特権が与えられる。神様は私たちのことをすべてご存知の上で、どうにもならないことをご存知の上で、キリスト・イエスひと方にすべての問題の解決、すべての祝福を全部そこに託していらっしゃいます。イエスはキリストです。ぜひ聖書を通してその証拠を確認し、皆さんの内側で改めてイエス様を信じている自分とはどんな存在なのかということを改めて確認し、喜んで感謝しないといけません。それが一番の課題です。一番急ぐべき課題です。イエス様と出会いますと、消したい人生、隠れて生きていた人生から、一変して自慢する人生、お証しをする人生に変わるようになります。希望ある人生を歩くようになります。そういう意味で私はこのように信じております。最高の福祉はイエスさまを信じることです。「でも教会の福祉の仕事もあるのに」もちろんしないといけません。でも、その福祉の働きをなぜするかというと福祉そのものが目的ではありません。ただ人を肉体的にかわいそうに思うのではなく、その福祉の活動を道具にしてその人が本当に自由になるように、負のスパイラルから断ち切られて助かるようにするための道具です。つまり、イエス・キリストを信じてもらうという目的をもってやっていくことです。これがクリスチャンの福祉と世の中の福祉との違いです。最高の福祉はイエス様を信じること。最高の治療もイエス・キリストを信じることなのです。最高の芸術もイエス・キリストを信じることです。最高の幸せもイエス・キリストを信じること、人生の最高の革命もイエス・キリストを信じること、そこですべてです。私は今も確信しています。クリスチャンが力がない、クリスチャンが影響力を持たないというのは周りの環境のせいか、なにか整理されていないかではなく、イエス・キリストを信じてクリスチャンになっている方々がイエス・キリストを信じていることがすべてのすべてだということが分かっていないことが、つまり、イエスさまを信じることをどこかで小さく馬鹿にしているということが問題のすべてだと思います。聖書はそのような私たちに訴えかけています。イエスを信じること、それはすべてなのです。イエスを信じるとどうにもならない人生の呪いの鎖、悪循環、負のスパイラルから完全に断ち切られて助かるものなのです。信じてくださいというのが聖書のお話です。なぜイエスを信じると告白しながらもいまだになにかの負のスパイラルに捕らわれていてどうにもならないと思い悩んでいるのでしょうか。それを全部心からふり払って、もう私に負のスパイラルとか悪循環とか家系の呪いの鎖などはもう関係ない、もう終わったと宣言してください。なにかがいろいろあるにしても。理由はひとつだけです。イエス様を信じたのではないでしょうか。皆さんが信じているイエス様がキリストなのです。そうならば皆さん、今週1週間もこのメッセージを握って個人的に、皆で一緒にやることはある意味でやりやすいかもしれません。個人的に自分が信じて今ともにおられるイエス様がキリストなのだということを告白し続けてください。聖餐の告白を利用してでもやってください。それは別の言葉で言うと今まで皆さんがこだわっていたこと、主張、すべてのこだわりから全部自由になってください。全部下してください。それで皆さんを飾ろうとしないでください。それが皆さんであるかのように思わないでください。そこでそのこだわりからそれを鏡にして皆さんを見ようとしないでください。皆さんの支えにしたり、それでかばおうということもしないでください。そういう意味でのプライドはいりません。こだわりからすべて自由になってイエスがキリストだと告白し、自分と自分の人生の中に呪いの鎖などはもう切られたと告白し、皆さんの家系、家庭の中になにがどうあったのか、日本の社会にあるどうにもならない悪循環と負のスパイラルみたいなものがあるかもしれません。皆さんにそれらの跡形みたいなものが残っているかのようなものもあるかもしれません。だまされないように。「イエス・キリストを受け入れることによって自分と自分の人生の中に呪いの鎖、負のスパイラル、失敗の悪循環などはもうない、それは終わった」と全部ふるい払って捨ててください。なにも捕らわれないようにしましょう。そうすることによって、心新たにし思いきり、思う存分、何も縛られないでキリスト・イエスにある新しい人生があるではないでしょうか。それを理論と他の人の物だと思わないで、他のなにかに引っかからないで思いきりまっすぐにそちらに、その祝福に飛び込んでいただきたいと思います。ぜひやってみてください。小さな実践からでもよろしいのでやってください。皆さん、イエス・キリストを信じることによって負のスパイラルは終わりました。暗いこと、否定的なことを考えてはいけません。考える必要はありません。どんなに嫌なことがあってもそれは負の鎖ではありません。もうそれは終わりました。イエスはキリストです。真理があなたがたを自由にします。もう二度と滅びることなどありません。二度と不幸に陥ることなどありません。ですから、気にしないでください。それはあなたがたは知らなくてもいいです。初代教会の弟子たちは自分の国が植民地なので国民全体がなにに捕らわれているかというと「いつ植民地から解放されるか」で、これが負のスパイラルです。40日間、オリーブの山で話を聞いたにもかかわらず、「いつになったら植民地から」といまだに捕らわれています。植民地であろうがそうでなかろうがあなたには関係ないでしょう。もうすべての鎖は切られています。あなたは神の国のものであり、新しい時代を開いていく主人公です。あなたがたは神の子どもです。だから、神ご自身がともにおられ、世界福音化のためのすべての条件、すべてのことをあなたがたに入れて揃えてあなたがたを世に遣わします。病人に手を置けば病人が癒され、悪霊をイエスの名において追い出して、新しい言葉を言うようになり、毒を飲んでも害を受けることができない、そのような新しい人生に変えられました。新しい人生の祝福、いつ死んでも天国に迎えられるように保証されているものだし、永遠に神がともにおられこの幸せを奪い取ることができない幸せの主人公であり、この新しい人生、一言で言いますと主が聖霊をとおして永遠にともにおられる、つまり、存在そのものがもう変わっています。これに対して思いきりこの祝福に飛び込むようにしましょう。
皆さんは他の人を呪いの鎖から解き放つことができる特使として今召されています。そのためにこういうことが皆さんの力でできないとご存知の上で聖霊充満の約束があります。聖霊充満によって皆さんでなく、皆さんとともにおられる聖霊の力によってそういうことができるようになります。そして、聖霊充満によって皆さんは証人として立つようになります。証人として立つというのは皆さんの人生に成功の祝福の勝利の証しが与えられるということです。だから、なにも事業も勉強も家庭も健康も心配しないでください。証人となりますから。新しい人生の祝福に思い切り飛び込むようにしてください。皆さんより尊い大切な貴重な存在はありません。それなのにいまだに負のスパイラルに自分が捕らわれているかのような、なにかの過去の亡霊に捕らわれているかのようなことはごめんです。全部断ち切ってください。なにがどう厳しくても険しくてもそれにだまされないように。イエスはキリストです。イエス・キリストを受け入れたのであれば皆さんはもう呪いの滅びの鎖から断ち切られて助かりました。神がともにおられるものです。自由です。何も気にしないで思いきり、どんな状況の中でもオンリー聖霊が臨まれるとエルサレムから地の果てにまでイエスの証人になるという約束に飛び込んでいただきたいと思います。皆さんのためにこの日本、皆さんの現場が明るく変わるときを期待します。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。サマリヤの女の人がどうにもならない負のスパイラルからイエスがキリストだと分かった瞬間、断ち切られて解放され証人としての新しい人生が始まりましたことを今日確認しました。どうかすでにイエス・キリストを信じている兄弟姉妹がそのことがどれほど大きな祝福なのか主が教えてください、聖霊様がひとりひとりに教えてくださり、心から喜んで何ものにも捕らわれないで、そして、家系を流れている、国を流れている、今までの人生の過去にあった様々な負のスパイラルがもうすでに切られて終わったと宣言しつつ、新しいキリストにある祝福に思い切り飛び込んで祈ることができるように兄弟姉妹を励ましてください。彼らをとおして神の栄光を現してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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